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第
二
十
一
回
「
心
の
花
賞
」
受
賞
作

倉
石
理
恵
「
キ
キ
は
ほ
う
き
と
」

正
賞
＝
賞
状
お
よ
び
『
佐
佐
木
信
綱
全
歌
集
』

副
賞
＝
佐
佐
木
幸
綱
色
紙

次
席

花
美
月
「
下
が
り
眉
」

水
口
奈
津
子
「
自
転
車
を
漕
ぐ
」

選
者
賞
＝
各
選
者
の
著
書
、
記
念
品

選
考
委
員
（
選
者
）

佐
佐
木
幸
綱
、
奥
田
亡
羊
、
駒
田
晶
子
、
田
中
拓

也
、
俵
万
智

選
考
経
過

①
応
募
総
数　

八
十
六

②
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
去
年
に
引
き
続
き
、
メ
ー

ル
、
ズ
ー
ム
に
よ
る
選
考
と
な
っ
た
。
佐
佐
木
幸

綱
、
奥
田
亡
羊
、
駒
田
晶
子
、
田
中
拓
也
、
俵
万

智
の
各
選
者
が
十
編
を
選
ん
で
投
票
。
票
の
入
っ

た
二
十
六
編
を
予
選
通
過
作
と
し
た
。
そ
の
中
か

ら
三
編
を
選
ん
で
再
投
票
し
、
得
票
の
あ
っ
た
九

編
を
本
選
考
対
象
作
（
〇
印
）
と
し
、合
議
の
上
、

複
数
票
を
獲
得
し
た
五
編
（
◎
印
）
を
対
象
に
ベ

ス
ト
１
を
選
び
、
推
薦
事
由
を
添
え
て
投
票
。
結

果
は
花
美
月
作
二
票
、
倉
石
理
恵
作
二
票
、
水
口

奈
津
子
作
一
票
だ
っ
た
。
二
票
を
獲
得
し
た
花
美

月
作
と
倉
石
作
を
最
終
候
補
と
し
て
七
月
三
十
一

日
に
ズ
ー
ム
最
終
選
考
会
を
開
き
、
倉
石
理
恵
作

を
心
の
花
賞
に
決
定
。
し
か
し
、
花
作
、
水
口
作

を
推
す
声
も
強
く
、
今
回
は
次
席
を
設
け
て
二
作

を
特
別
に
表
彰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

予
選
通
過
作

◎
安
野
ゆ
り
子
「
イ
ル
カ
の
オ
ブ
ジ
ェ
」

◎
奥
村
知
世
「
コ
サ
ー
ジ
ュ
」

　

今
泉
摩
美
「
春
の
水
紋
」

◎
花
美
月
「
下
が
り
眉
」

　

服
部
崇
「
う
す
く
開
け
ば
」

　

島
田
節
子
「
鼓
笛
隊
の
街
」

　

碇
博
視
「
聖
セ
ン
ト
コ
ル
ベ
の
部
屋
」

　

福
永
昭
子
「
優
し
く
抉
る
」

　

松
元
雅
子
「
ナ
パ
ー
ジ
ュ
の
苺
」

　

遠
谷
キ
ヨ
「
永
遠
に
続
く
夜
中
」

〇
桜
望
子
「
桜
桃
の
国
」

◎
倉
石
理
恵
「
キ
キ
は
ほ
う
き
と
」

◎
水
口
奈
津
子
「
自
転
車
を
漕
ぐ
」

　

滝
澤
政
雄
「
曇
っ
て
く
れ
た
ら
」

　

山
口
和
賀
子
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５.

０
」

　

廣
間
菜
月
「
遷
移
の
よ
う
に
」

　

久
永
草
太
「
悲
し
み
方
」

　

山
中
蕾
「
揺
藍
歌
」

　

曲
渕
江
里
子
「
百
年
老
店
」

　

辻
尾
修
「
こ
こ
も
水
底
」

〇
十
亀
弘
史
「
燕
を
見
た
日
」

　

神
戸
貴
雅
「
平
和
の
バ
ラ
ン
ス
」

　

北
川
秀
子
「
ク
ワ
ッ
ド
ア
ク
セ
ル
」

　

本
田
真
奈
美
「
還
り
ゆ
く
舟
」

〇
金
有
美
「
塑
像
」

〇
新
留
紀
代
美
「
じ
ゃ
あ
ま
た
ね
」
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